
第12號 】 海老 名・中村 ・猪股=抗 酸性菌 ノ登育 二及 ボス瓦斯組成 ノ影響1437

抗酸性菌 ノ發育ニ 及 ボス瓦斯組成 ノ影響

東北帝國大學醫學部熊谷内科教室

海 老 名 敏 明

中 村 隆

猪 股 傳 二 郎

緒 言

結核菌 ガ肺臓 ラ好 ンデ侵 ス事 カラ結核菌 ト瓦斯

組成 トノ間二重大 ナ關係 アル事ガ容易二想像サ

1ノノレo

既 二RobertKoch(1)ハ 結 核 菌 ノ分離 培 養 二成

功 シタ時、 ソ ノ培 養 結 核 菌 ハ好 ンデ培 養 液 表 面

二獲育 ス ル事 テ観 察 シテ結 核 菌 ノ好氣 性 デ ァル

事 ラ知 ツ タ。 ソノ後 酸 素 ノ結 核 菌 ノ登 育 二及 ボ

ス影 響 ガ屡 ≧先 進 諸 家 ニ ヨツ テ研 究 セ ラ レタ.

即 チMoore及t'Williams(2),Adams(3)二 依 レ

バ結 核 菌 ノ登 育 ハ70%ノ 酸 素 二依 ッテ阻 止 ゼラ

レル ト云 フ ガWebb,Boisevain及 ビRyder(4)

二依 レバ純 檸 酸 素 中 ニ テ モ倫 ヨ ク結 核 菌 ハ獲 育

スル ト云 フ。Novy及 ビSaule(5)ハ 結 核 菌 ノ酸

素至適 濃 度 ハ40%乃 至50%ニ テ、70%ニ ナ レ

バ ソ ノ獲 育 ハ阻 止 サ レ、 純 梓 酸 素 中 ニ テ ハ攣 種

ラ生 ズ ル ト云 ツ タ.最 近 ノ宇 賀 〔6)氏ノ研 究 二依

レバ結 核 菌 ノ至 適 濃 度!・40%乃 至50%デ ア リ、

B.C.Gハ10%乃 至20%デ ア リ、 鳥 型 結 核 菌 ハ

60%乃 至70%デ アル ト言 フ。

以上 ノ諸 家及 ビ青木 σ1氏等 ハ線 テ結 核 菌 ハ ソ ノ

登 育 二酸 素 ノ必 要 不 可 鋏 デ アル 事 ラ 認 メ テ 居

ル。 上述 ノ様 二酸 素 ノ結 核 菌 二及 ボ ス影響 ハ 可

成 明 カ ニ サ レテ居 ル ガ炭 酸 瓦 斯 ノ結 核 菌 二及 ボ

ス影 響 二就 テ ノ研 究 業 績 ハ甚 ダ少 イ。

Wherry及 ビErwin(8}ハ 炭 酸 瓦 斯 ノ ナ イ時 、

結 核 菌 ノ畿 育 ハ 起 ラナ イ ト云 ツ タ。Corper,

Gauss及 ピRensch(9)ノ ・結 核 菌 ノ登 育 二炭 酸 瓦

斯 ガ必 要 デ ア リ、殊 ニ ソ ノ0.04%ハ 至 適 濃 度 デ

ア リ、3%乃 至6%ノ 濃 度 ニ ナvバ 却 ツテ ソ ノ

登 育 ハ 阻 止 サ レル ト云 ツ タ。Rockwell及 ピ

且ighberger〈iO)モ 極 メ テ僅 カ ノ 炭 酸 瓦 斯 ハ結核

菌 ノ登 育 二 必 要 デ アル ト言 ツ タ。 之 二反 シテ

Webb,Boiservain及 ビRyder(4〕,Novy及 ピ

Saule(5)等 ハ炭 酸 瓦 斯 ハ 結 核 菌 ノ獲 育 二必 ズ シ

モ必 要 デ ナ イ ト云 ツ タ.Novy及 ビSaule(5)ハ

炭 酸 瓦斯 ノ 結 核 菌 嚢 育 阻 止作 用 ハ10%乃 至15

%ノ 濃度 デハ認 メ ラ レズ、 少 ク トモ60%ノ 濃

度 二達 セザ レバ著 明 デ ナ イ ト云 ツ タ。Braun(11)

ハ結 核 菌 ノ畿 育 ハ 炭 酸 瓦 斯 ノ90%ニ テ 阻 止 サ

レル ガ10%乃 至15%ニ テハ 阻 止 サ レズ ト云 ツ

タ。 余 等 モ抗 酸 性菌 殊 二結 核 菌 ノ登 育 二及 ボ ス

種 々 ナ瓦斯 組 成 、 殊 二酸 素 瓦斯 及 ビ窒 素 ノ影響

テ知 ル タ メ ニ本 實 験 テ行 ツ タ。

實験方法

瓦斯 ラ出 入 サ セ ル爲 ノニ ツ ノ管 テ備 ヘ タ約2立

ノ内容 ラ有 スル 浦 毒 滅 菌 シタ硝 子 瓶 ノ中 二50c・q

容量 ノ「ヱ ル レ ンマ イヤー コル ベ ン」テ入 レ、 其

ノ「コルA"iン」中 ニ ア ル20c.q培 養液 上 二 直 径8

mmノ 渦 巻 白金 耳 デ探 ツ タ襖 用 菌 テ極 メ テ注 意

シテ俘 游 サ セ タ.ソ ノ後 硝 子 瓶 デ ワ セ リ ン」及
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ビ 「パ ラ フィン」ニ テ氣 密 トシ、硝 子 瓶 中 ノ室 氣 テ

水 流 「ボ ンプ」ニ テ出 來 得 ル ダ ケ吸 出 サ セ タ後 酸

素 、 炭 酸 瓦斯 、 窒 素 ヨ リ成 ル各 種 混合 瓦 斯 ニ テ

置 キ換 へ撮 氏380C!常 温 室 二放 置 シタ。

培 養 液 ハ殆 ン ドLockemann氏 培 養 液 ト同 ジデ

ァル ガ、次 ノ組 成 ヨ リナ リ、 ソ ノpHハ6.6デ

アル 。

第 一 燐 酸 加 墨

第 二 燐 酸 曹 達

硫 酸 「マ グ ネ シウム」

拘 構 酸 「マ グ ネ シウム」

「ア ス パ ラギ ン」

4.09

3.09

0.69

2.59

5.09

「グ リセ リ ン」20 .Og

蒸 鯛 水1000.Oqq

同時 二使 用 菌 ハ渦 巻 白 金 耳 ニ テ10同 探 リ、1030

c-3時 間乾燥 シテ秤量 シ、 ソノ養ラ最初 ノ菌

乾燥重量 ト見倣 シタ。硝子瓶中 ノ瓦斯組成ハ菌

ノ呼吸二依 ツテ漸次攣化スル タメニ1乃 至2日

毎汽瓦斯交換 ラ行 ヒ、 ソノ愛化テ避 ケル事 二努

力 シタ。Koch氏 無毒菌、鳥型結核菌ハ各5日

間、牛型結核菌ハ20日 間、人型結核菌ハ28日 間

培養後1030Ciテ3時 間乾燥後秤量 シ、 ソノ乾

燥重量ラ求 メ、最初 ノ重量 ト比較 シ、菌 ノ登育

状態 テ知ル事 トシタ。

實験材料

實験 二使用 シタ菌ハKoeh氏 無毒菌、鳥型結核

菌、牛型結核菌及 ビ人型結核菌3株 ノ6株 ニテ、

Koeh氏 無毒菌 ハ亜米利加Mishigan州 ノAnn

Arbor傳 染病研究所 ヨリ分與 セラレタモノb鳥

型結核菌ハ数年前 日本傳染病研究所 カラ分與セ

ラレ當教室 ニテ代 テ重 ネタモノ、牛型結核菌及

ビ人型結核菌ハ何 レモ當教室 二於 テ分離培養 シ

タモ ノデアル。是等使用菌ハKoch氏 無毒菌、

鳥型結核菌ハ何vモ 培養 日i教5日 間、牛型結核

菌及 ピ人型結核菌ハ2日 乃至4週 間後 ノモノテ

用 ヒタ。

賓験成績

1)結 核 菌 ノ褒 育 二及 ボ ス酸 素 瓦 斯 ノ景響

余等 ハ窒 素 瓦斯 中 二酸 素 テ5Vol%、20Vol%、

40Vol%、60Vol%及 ビ80Vol%ノ 割 合 二 混

ジ、 各 瓦 斯 組 成 ノ下 二於 テ、弦 二市 販 ノBombe

入 酸 素 瓦斯 テ ソ ノ儘 用 ヒテ ソ ノ瓦斯 ノ 下 一 於

テ、 菌 ノ畿 育 歌 態 テ観 察 シタ。 市 販 ノBombe

入 酸 素 瓦斯 ハ 且aldane氏 瓦斯 分 析 器 ニ ヨル瓦

斯 分 析 二依 ツテ3Vol%ノ 窒 素 瓦 斯 テ含 ソデ居 ル

事 ラ知 ツタ。 更 二余 等 ハ純 梓 窒 素 瓦斯 ノ下 二於

テ ノ實 験 テ行 フ爲 二次 ノ操 作 テ ナ シタ。 即 チ市

販 ノBombe入 窒 素 瓦斯 ハ 瓦斯 分 析 二依 ツ テ約

0.75Vol%ノ 酸 素 テ含 ン デ居 ル事 テ知 ツ タ ノデ

之 ラ除 去 ス ル爲 二元 素 分 析 二用 ヒル檬 ナ燃 焼 焼

テ用 ヒテ ソ ノ燃 嶢 管 二銅片 テ入 レ、 少 ク トモ約

500。C二 熱 シテ置 キ、管 ノー端 ヨ リ市 販 ノBombe

入 窒 素 瓦斯 テ通 ジ、管 テ通 過 シタ瓦斯 ハ冷 水 一

テ冷 却 シ、 後 之 テ使 用 シタ。 之 二 依 ツ テ 瓦斯

中 ノ 酸 素 含 有 量 ハ 約2×10-4Vol%ト ナ リ、

且aldane氏 瓦斯 分 析 器 二 依 リ 之 テ 分 析詮 明 シ

得 ナ カ ツ タ。 此 ノ程 度 ノモ ノハ通 常 細 菌類 ノ無

酸 素 實 験 二用 ヒル事 ガ出 來 ル。

以 上 ノ實 験 二依 リ余 等 ハ次 ノ結 果 テ知 リ得 タ。

即 チ第1表 二示 シタ如 クKoch氏 無 毒 菌 ハ 純

梓 窒 素 中 デ獲 育 シナ イ。5Vol%ノ 酸 素 中 ニ テ

少 シ ク登 育 シ、20Vo1%ニ テ 可 成 ヨク 、40

Vo1%ニ テ最 適 二畿 育 ズル。 更 二 濃 度 ノ高 マ

ル 」 連 レテ 菌 ノ畿 育 ハ 減 少 ス ル ガ97Vol%ノ

酸 素 中 二 於 テ モ 爾 菌 ノ登 育 ハ 可 成 良好 デ ア

ル。 鳥 型 結 核 菌 ハ、酸 素5Vo1%ノ 下 デ僅 二登育

シ、20Vol%ノ 下 デ ソ ノ獲 育 稽 ㌃ ヨ クv40Vol

%乃 至80Vol%ノ 下 デ最適 デ ア ル。但 シ97Vo1

%ノ 酸 素 中 二於 テハ ソ ノ褒 育 ハ甚 ダ悪 イ事 ガ知
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第1表 抗酸性菌 ノ登育 二及 ボス酸素瓦斯 ノ影響

〔

菌

株

培養

日
鍛

鯖
艶

各瓦斯組成 ノ下 二於 ケル實験 後 ノ菌乾燥重量(㎎)

100%(N2) 95%(N2) 80%(N2) 60%(N2) 40%(N2) 13%(N2)
0%(02) 5%(02) 20%(02) 40%(02)

■

60%(02)

20%(N2)

80%(02)
}97%(・2)

監och氏蕪

毒 菌

5 4.8

ll§}8・8豊:8}53・8

一い

}ll;§}・77・2翻 ・99・4

「

騰1}137・3

嚢1:8}2娼 ・3

l

lll;1}274・7ill;§}・43・2

鳥 型
結核菌

5 2.5

1;1}6・3il;1}・3・9珪1:1}4・ ・4 ll;1}59・9ll:1}74・4 1器;1}72・3
】

ll;1}9・8

牛 型
結核菌

20 7.0

盤;§}…2ll:1}78・8
欝1}・・9・3}器;§}・27・7{ll卦 ・24・・

11§謝93・2
ll;§}3・・3

人蒐

ら型

結

核

菌

榊
原
株

28 5.0

11i§}…2翻45・2
274.8

翻157・5 翻159・ ・
1
難il}54・3ll;§}25・8

山

口

株

佐株
々

六

28

:

5.9 ・li§}98
lli§}24・518今:8}3…8 lli§}35・3ll爵31.d匿1:1}34.3

i

26.01

1§1:81
,99.6

109.01
110.OJ

ll卦33・2

1

}

妻i}1§}29・3i婆§歪i}25・81
;

:
1
}

28 7.0

1;1}7・・ ll;ll27・9lll:1}245・9 ;ll;1}・52・9早1:8}88・・騰}59・5!・9・7

ラレル。 牛 型 結 核 菌 二封 スル酸 素 ノ至 適 濃 度 ノ

範園 ハ非 常 二廣 イ。 即 チ5Vol%乃 至80Vol%

ノ酸 素 ノ下 デ ヨ ク登 育 ス ル。但 シ20Vol%乃 至

40Vol%ノ 酸 素 濃 度 ガ最 好 適 デ アル。 人 型 結 核

3菌 株 二於 テ 余 等 ノ・酸 素20Vo1%ノ 下 一テ ソ

ノ獲育 ノ最 適 デ アル事 テ知 ツ タ。次 イデ40Vol

%乃 至60Vol%ノ 下 デ ヨ ク、80Vo1%ニ ナ レ

バ ソノ褒 育 悪 クs5Vol%ト97Vol%ノ 中 デ甚

ダ悪 イ事 ラ知 ツ タ。 更 二余 等 ハ練 テ ノ菌 ガ純 梓

窒 素中 デ叢 育 シナ カ ツ タ事 ヲ認 メ タ。

2>一 結核 菌 ノ登 育 二及 ボ ス炭 酸 瓦斯 ノ影 響

轟等ハ炭酸瓦斯二依ル菌 ノ褒育 ノ影響 ラ見ル爲

二酸 素 、炭 酸 瓦斯 、 窒 素 ノ各 瓦斯 ノ組 成 ラ次 ノ

比卒 二作 ヅ タ。 即 チ酸 素 ノ・何 レモ20Vol%、 炭

酸 瓦斯 ハOVo1%、0.03Vol%5Vo1%、10

Vo1%、20Vol%、40Vo1%、60%、80Vol

%及 ゼ100Vo1%デ 他 ハ窒 素 ノVo1%デ アル。

炭 酸 瓦 斯 テ除 去 スル タ メ ニ余 等 ノ・菌 ノ入 ツ テ ヰ

ルー ツ ノ管 ロ テ水 流 「ボ ン プ」一 テ實 験 中絶 エ ズ

吸 出 シ、 他 ノ管 ロ ヨ リ約20%ノKOH水 溶 液

テ有 スル撒 個 ノ瓶 ト炭 酸 瓦斯 テ除 去 シタ蒸鯛 水

ノ入 ツ タ藪個 ノ瓶 トテ通 ジタ後 、 滅 菌 綿 ニ テ通

過 濾 過 サ セ タ室 氣 テ途 入 シタ。 コ ノ瓦斯 ハ瓦斯

分 析 二依 ツ テ炭 酸 瓦斯 ノ存 在 テ詮 明 シ得 ナ カ ツ

タ.又0・03Vol%ノ 炭 酸 瓦斯 ノ影 響 テ知 ル タ

メニ余 等 ハ便 宜 上室 氣 ラ利 用 シタ。

以 上 ノ實 験 二依 ッ テ 余 等 ハ 次 ノ 結 果 テ 知 リ得

タ.即 チ第2表 二示 シ タ 如 クKoch氏 無 毒菌

ハ炭 酸 瓦斯 ノOVol%及 ピ0 .03Vol%ノ 下 二於

テ最 適 二登 育 スル。 併 シ炭 酸 瓦 斯 ノ5Vo1%以

上 ノ下 二於 テハ ソ ノ登 育 ハ漸 次 減 弱 ス ル。 鳥 型

結 核 菌 ノ・炭 酸 瓦斯 ノOVol%乃 至10Vol%ノ 下

二於 テ ハ ソ ノ登 育 ハ 略 同程 度 デ アル
。 併 シ20

Vo1%以 上 ニナ レバ ソ ノ瑳 育 ハ全 ク停 止 スル。
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第12號 】 海 老名・中村・猪股=抗 酸性菌 ノ豪 育 二及teス 瓦斯組 成 ノ影響1441

牛型結核菌 ハ 炭酸瓦斯 ノ5Vol%乃 至10%ノ

下二於 テ最適 デ、他 ノ濃度二於 テモ菌ハ嚢育ス

ルガ甚 ダ悪ク炭酸瓦斯 ノ濃度 ノ高マル ト共 ニソ

ノ登育ハ漸次減少スル。人型結核菌ハ炭酸瓦斯

ガOVol%乃 至0.03Vol%ノ 下 二於 テモヨク嚢

育 ジ、5Vol%ノ 下 二於 テ ソ ノ嚢 育 ハ 最 高 二達

ス ル ガ10Vol%以 上 ニ ナ ル ト漸次 減 少 ス ル。

更 二総 テ ノ菌 ハ何 レモ炭 酸 瓦斯 ナ クテ モ ヨ ク褒

育 ス ル ガ純 梓 瓦斯 中 デ ハ全 ク登 育 シナ イ。

考 按

以上ノ實験成績 ヨリ余等ハ人型結核菌 ハ約20

Vol%ノ 酸素 ト5Vo1%ノ 炭酸瓦斯 ラ含ム瓦斯

組成ガ最好適デアル事 テ知ツタ。 コノ組成 ノ瓦

斯ハ肺胞内室氣 ト相似デァル。即 チ余等ノ・肺中

ノ室洞ニヰル結核菌ハ自己ノ襲育二最適 ノ歌態

ノ庭二居ル事テ知ル ト共 二、室洞テ有 スル肺結

核患者二人工氣胸療法及 ピ胸廓整形術 ラ行 フ意

味 ト償値 トテ容易二理解 シ得ル繹 デアル。

結 論

1)各 種抗酸性菌ハ夫々各 自ノ獲育 二封 シ酸素

ノ好適濃度ラ有 スル。即 チ人型結核菌ハ20Vol

%デ アルガ、牛型結核菌、鳥型結核菌及 ビKoch

氏無毒菌ハ人型結核菌二於 ケルヨリモ更 二廣 イ

好適濃度範園 ラ有 スル。

2)酸 素 ノナィ時二抗酸性菌 ノ瑳育ハ認 メラレ

ナィ。

3)各 種抗酸性菌ハソノ登育二夫々炭酸瓦斯 ノ

好適濃度 テ有スル。即 チ人型結核菌及牛型結核

菌ハ5Vol%、 鳥型結核菌 ハOVol%乃 至10Vo1

%、Koch氏 無毒菌ハ5Vol%内 以デアル。

4)炭 酸瓦斯ハ各種抗酸性菌 ノ嚢育 ニ トツテ必

要不可訣ンモノデハナィガ、術 ソノ少量ハ ヨク

各菌 ノ褒育 テ促 シ、 ソノ大量ハ却 ッテ反封ソ影

響 テ來 スモノデアル。

5)肺 胞内室氣二相似 ノ瓦斯組成ハ人型結核菌

ノ襲育二最好適 デァル。

(此ノ研究 二 要セシ費用 ノー部ノ・財團法人齋藤

報恩會 ノ補助二依 レリ、弦 二深 ク謝意テ表 ス。

熊 谷 岱 藏)
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